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松戸のみどり再発見ツアー26 報告 

「歴史薫るみどり・本土寺周辺～大谷口歴史公園をあるく」 

藤田 隆 
   

                
 
                               No.43 
 

 

都市の緑を残すには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動テーマは「みどり」、とくに
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携し、その輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
 代表：川上将夫   

年会費：1000 円 

  連絡先：高橋盛男 090- 2935- 9444  

渋谷孝子 04-7153-5392 

 

北小金駅９時 30 分、過去最大規模の 72 名が北小金

駅に集合し、松戸市小金北地区の歴史香るみどりの再発

見ツアーに参加した。駅改札口から本土寺参道途中の東

平賀公園に到着。「緑のネットワーク・松戸」の川上代

表がマップを頼りに本日のコースを示し、縄文中期の住

居跡や貝塚などが発掘された公園の歴史を説明した。歩

き始めた一行は本土寺に向かい、水戸黄門が寄進した杉

や松が並ぶ参道を進んだ。途中、天を仰ぐほどの巨木二

本のスダジイが並んでいる。スダジイの説明を聞きなが

らスタッフの用意したスダジイのドングリを味わった。 

ほどなく参道の先に紅葉に美しく映える本土寺の山

門が見えた。本土寺は徳川家康の側室、秋山夫人の墓碑

があることで著名で、鎌倉時代に創建した日蓮宗の寺院

である。盛りを過ぎた紅葉に惹かれながら本土寺を後に

し、広徳寺へ向かった。広徳寺は室町時代に小金周辺を

治め、小金城を本城としていた高城氏ゆかりの曹洞宗の

寺院。一般の墓碑からひときわ高く高城氏の墓所が置か

れている。境内には歴代の住職が集めた銘木が見られ、

唐変木はなかでも圧巻だった。チャンチン（香椿）とい

う中国原産の樹木で春の新芽が美しいという解説に再

訪を誓う参加者の声が聞こえた。 

広徳寺から大谷口歴史公園を目指した。同公園は小金

城跡を公園にしたもので、外敵の侵入を阻むための畝堀、

障子堀、土塁を一部復元している。急峻な坂を上り詰め

ると 360 度見渡せ、戦略上最重要拠点であったことが

知られた。 

最後大谷口

歴史公園から

「やおや旬」の集会室に移動し、根木内歴史公園の市民

ボランティアである三嶋さんから小金周辺の歴史をお

話ししていだいた。小金周辺に人が住み始めた縄文前期

から小金城が築かれた室町時代、国道６号線が開通した

昭和時代までの壮大な歴史絵巻であった。歴史講演の後、

スタッフの鈴木さんから桜田門外の変に登場する小金

宿、大きく変化する幕末に小金宿が関わっていたことな

どが話された。 

参加者からのアンケートでは、「本土寺から広徳寺、小

金城趾と歩いたことで、知らなかった歴史に触れること

ができた」、「まとめの歴史講座がよかった」と好評をい

ただいたほか、松戸のみどりに関しては「減らさない努

力」、「今のまま残す」、「松戸市が買い取り、その他の手

段を講じてで残してほしい」といった意見が寄せられた。 

都心に近い常磐線沿線に位置する小金北地区は、都市

開発が激しかったところであるが、歴史遺産が多いため、

幸運にも緑が比較的多く残されてきた。いまある大切な

緑が歴史遺産と共に末永く存続するよう見守りたい。 

 

 

 

 

小金原 7 丁目辺りの大清水湧水を源流とする上富士

川と金ケ作の八坂神社辺りを源流とする平賀川が根木

内歴史公園の脇を流れて JR を越えた所で合流し、免許

センターの先で坂川に合流し、江戸川に流れ込む地形。

松戸の最北部に幸田湧水があり、台地上には全国で指折

りの縄文前期の大規模な集落跡の幸田貝塚（貝塚跡を芝

生公園化）がある。本土寺参道の南方向には縄文中期の

住居跡が発掘された東平賀貝塚（貝塚跡を公園化）が見

られる。 

中世になり戦国時代の 1537 年に高城氏により大谷口

に小金城が築城され、城下町村落を形成し、江戸時代に

 

小金北地区の歴史と緑 

                    三嶋 秀恒 
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は水戸道宿駅として、本陣・脇本陣・問屋を有し、東漸

寺を始めとする7寺院を有する人口170戸の豊かな町と

して栄えていた。小金地区には、明治 5年には郵便局が

開設され、翌 6 年には小学校も開校され、明治 29 年に

常磐線が開通し、明治 44年には北小金駅が開設された。 

日蓮宗の長谷山本土寺は、鎌倉時代 1277 年に曽谷教

信が開基した寺院で、池上の長栄山本門寺、鎌倉の長興

山妙本寺と共に朗門の三長三山と呼ばれており、名僧も

数多を輩出し、隆盛を極めた。水戸黄門が植栽し、寄進

したという杉や松が立ち並ぶ参道、国指定重要文化財の

梵鐘、桜・菖蒲・紫陽花を始めとする百花の繚乱、徳川

家康の側室で、武田信吉を産んだ秋山夫人の墓などがあ

る。 

小金地区には高城氏の庇護した寺院が多くあり、曹洞宗

の広徳寺は高城胤吉が室町時代 1462 年に開基し、栗ヶ

沢から中金杉に移設された。最も見晴らしの良い高台に

高城氏の墓碑があり、小金城跡が一望できる。トウヘン

ボクの銘木など見所が多く一見の価値がある寺院。真宗

の大勝院は、根木内城の祈願寺であったが、小金城の北 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東を守る祈願所として現在

の麗澤高校のある場所から

移設された。 

 曹洞宗の慶林寺は、戦国

時代に高城胤吉の没後、そ

の夫人桂林尼が出家して庵

をひらき、庵の跡地に建立

し、江戸時代には徳川家か

ら知行を受け、慶林寺と改

名された。（桂林尼の墓と小金牧の野馬奉行・綿貫氏の

墓標がある） 

高城氏は千葉氏の臣下だったが、小田原北条氏の勢力

下に入った。小金城は東西 800ｍ・南北 700ｍ、12の郭

があり、周囲は湿地に囲まれ、難攻不落とされており、

下総の地区において最大規模の要害の城であった。大日

川(現在の江戸川)の要でもあったので、水運により城下

は市が立ち並んで金宿(小金宿)が形成されていた。大谷

口歴史公園は、畝堀・障子堀を一部復元しており、城の

周囲の防衛構造を理解することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の混じった土を盛り上げて作られているので、貝に含ま

れるカルシウム成分が溶け出し、古墳の土をアルカリ性

に保ち、その結果、墳頂部の表土下 30 ㎝の所に埋葬さ

れていた人骨が保存されていたと考えられます。この古

墳は石室を作ってはいませんが、粘土を引いて木製の棺

を置いた、一種の竪穴式と考えられます。もちろん棺は

腐って残っていませんが、棺に打ち付けていたと思われ

る鉄製の釘が見つかったことから、木製であったことが

推定できます。 

古墳の中央の 2 か所に棺の跡が認められ、このうちや

や大きな第1主体部から2体の人骨と共に様々な副葬品

が出土しています。人骨は（壮年男子 50 歳以上）身長

172 ㎝と性別不明の 3 歳ぐらいの子どものものです。

子どもを膝に抱えて横たわる、祖父と孫と言った姿かも

しれません。副葬品は大人の方の持ち物と思われ、青色

と紫色のガラス製のビーズ玉、鉄製の両刃の剣と片刃の

刀などがあります。剣も刀も木製の鞘は腐って残ってい

ませんが、刀には鹿の角で作った飾りがついていたよう

です。このほか刀子と呼ばれるナイフも出土しています。

小ぶりの第 2 主体部からは、鉄製の剣と刀の破片、ミニ

チュアの農具、須恵器の破片が見つかっていますので、

古墳のまわりで祭祀が行われたことを示しています。こ

れらの副葬品並びに 2 体の人骨は、松戸市立博物館に展

示してあります。 

他の 4 期の古墳が発掘調査されていないので、この有

力者一族の支配が何年ぐらい続いたかはわかりません。

また、その支配地域がどこまであったのかも知る手がか

りは今のところありません。 

（2011 年 12 月松戸市立博物館調べ） 

 

 

４月１３日(日)の「みどり再発見ツアー」で訪れる古

墳の森は、長らく雑草のツルや笹藪、立ち枯れた古木

などにおおわれていました。その森の整備活動を平成

22 年から始めた「河南環境美化の会（平成７年国分川

流域町内会で組織されたボランティア団体）」の代表 

高橋清様に寄稿いただきました。（編集部） 
 

この河原塚古墳は、５世紀頃（1,500 年前）に築かれ

た（第 1 号古墳）（第 2 号古墳）（第 3 号古墳）（河原塚

中学校校舎前第 4 号古墳）（河原塚中学校裏門上の山手第

5 号古墳）5 基の円墳群からなっています。 

前方後円墳のような大きな古墳で無い事から、この地

方を支配していた一族の墓と考えられます。 

昭和 30 年 12 月松戸市歴史編集委員会が資料蒐集の

為、国学院大学 大場磐雄先生に依頼し、古墳群の最も大

きい第 1 号古墳の 1 基だけ発掘調査が行われました。市

内では内容が分かっている数少ない古墳で、完全な形で

出土した人骨は全国的にも貴重な資料と言えます。 

1 号古墳(写真)の大きさは、直径 26m 高さ 5m の円墳

です。縄文時代後期（約 3,000 年前）の貝塚の上に、貝 

 

寄稿        高橋 清 
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21世紀の森と広場で 

新企画「森のこども館」スタート 
        みどりの行動会議 高橋盛男  

第２回「森のこども館」 

日時 3 月 26 日（水）10 時から 15 時ころまで 

場所 21 世紀の森と広場 森の工芸館とその周辺 

 内容 工作、ハンモック、絵本の読み聞かせなど 

 

関さんの森・ケンポナシ移植作戦 
        武笠 紀子  

昨年 11月 16日（土）、21世紀の森と広場で「森のこ

ども館」という新しい取り組みがスタートしました。 

「森のこども館」は、松戸を代表する同公園を舞台に、

自然体験を軸とした子どもたちの居場所づくりをしよ

うというものです。「ＮＰＯ法人子育てさぽーとハーモ

ニー」と、市の「子どもわかもの課」「子育て支援課」

「公園緑地課」の協働による事業です。 

当日、会場となった里の茶屋周辺には、「落ち葉プー

ル」「はらっぱめいろ」「もりだくさん工作」など、たく

さんの野遊びコーナーが設けられました。 

同ＮＰＯ法人は、野菊野こども館の委託事業者でもあ

り、みどりの行動会議が「こどもの国」の開催に協力や

こども館を利用する親子を対象とする「秋山の森遠足」

を共同企画するなどの連携を進めている団体です。 

そんな関係から、当日は行動会議メンバーや里やま応

援団メンバーもこの「森のこども館」に協力することに

なりました。「まあ、見学程度」といった軽い心づもり

のメンバーでしたが、フタを開けてみると会場は「黒山

の子どもだかり」。にわかに工作道具をそろえたり、不

足した竹を切り出しに走ったりと、おおわらわだったそ

うです。 

この日「森のこども館」の来場者は、乳幼児、小学生

とその保護者の総勢で何と 592 名。市川、鎌ヶ谷、柏、

流山、我孫子、船橋など市外からの来場者も多数ありま

した。こうした自然体験型の遊びをしたい、させたいと

いうニーズが予想以上に大きいことがわかりました。 

「森のこども館」は、今年度中の 3月に第 2回が開催さ

れます。また、来年度は場所を森の工芸館に移し、継続

して開催していく予定ですが、これに対してみどりの行

動会議や里やま応援団も、求めに応じて協力していくこ

とになりました。 

 次回 3月の開催予定は、下記のとおりです。森の工芸

館周辺の縄文の森では、里やまＱ（里やま講座９期修了

者によるグループ）が、森の管理作業を始めていること

もあり、今後の展開が楽しみな取り組みです。 

関さんの森のシンボルツリーは

樹齢２００年を越える「ケンポナ

シ」。それから採取した種子か

ら発芽し（写真左２０１２年撮影）、

成長した若木の移植イベントが、

２月１日に行われました。  

 

２ｍを越える高さまで成長したケンポナシ、そろそろ移植をと

いうことで新設道路に面した空き地に移すことにしました。ケ

ンポナシの移植は、千葉大学園芸学部大学院生（博士課

程前期）の授業の一環としてもおこなわれ、学生７名が参

加。 

まず若木の掘り起こし。掘り起こす際は、細い根の張り方に

気をつけながらの作業です。          

次に移植（写真右）。

周囲の樹木との距

離など、大きく成長

した後をイメージし

て決めます。 

あとは支柱を立てて、

縄でしばり、最後に、

たっぷり水をあげま

す。 

 

このような手順で、この日は新設道路の両側を中心に約３０

本を移植。うまく根付いて「ケンポナシ通り」と呼べるくらいに

成長してくれるといいですね。 
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第 3回 オープンフォレスト in松戸 
 

今年も 5月 17日土曜日から 9日間開催されます。21世

紀の森と広場で行われる「オープニング」、パークセンタ

ーで行われる「森の文化祭」、各森での公開日、駅から森

へのご案内や観察会・・・是非足をお運びいただき、身

近な緑を知り、感じ、考えるひと時をお過ごしください。

詳細はチラシをご覧ください。 

 

～しぜんのコラム２５～  

真冬に産卵するアカガエル 
 
今年の２月は２回の大雪に見舞われ、松戸の森で

も大きな被害が出ている。寒さのため、梅の開花や

アカガエルの産卵も遅れており、2月 23日の千駄堀

自然観察会では、わずか２卵塊しか確認することが

できなかった。それでもすでに「尾芽胚」とよばれ

る、しっぽが伸びた状態まで発生が進んでいた。 

 
尾芽胚 2014.2.23 ２１世紀の森と広場（野草園） 

 
アカガエルは、なぜ真冬に目を覚まし、産卵する

のだろう。しかも、産卵後はふたたび冬眠する。 

理由は、天敵や競争相手の少ない真冬に産卵し、

危険な池から早く離れるため。卵が黒いのも、冬の

日差しを浴びて体温を高め、冷たい水の中で発生を

早めにすすめるためだ。 

近年、ニホンアカガエルは減り、千葉県のレッド

リストでは「最重要保護生物」となっている。ふだ

ん生息する森と産卵する水辺、この２つがセットで

存在しないと、アカガエルは姿を消していく。 

(山田純稔) 

 

 
 

11/5東松戸保育園園児石みやの 

森に来る（写真右） 

11/23「石みやの森」で秋の散策会 

11/28里山ボランティア入門講座 

修了 

12/20根木内歴史公園で門松作り 

1/16「里やまＱ」の活動始まる 

2/24「関さんの森冬の自然観察会」 

121名の参加で幸谷から東漸 

寺への巨木を楽しむ（写真右） 

 

 

松戸のみどり再発見ツアー27、観察学習会 45 

「自然再生の国分川～古墳の森を歩く」 
 

市民参加で自然がよみがえった国分川とボランティアが活動する河原塚古墳の森を巡り、身近な緑に 

ついて考えます。5月開催の＜オープンフォレスト in松戸＞のプレイベントとして開催いたします。 
 

４月１３日(日)  ９：３０～１４：３０ （現地解散）  小雨決行 

集合 ＪＲ武蔵野線 東松戸駅 改札口 ９：３0 集合   

参加費３００円（会員は 100 円、こども無料)  持ち物 弁当、飲み物、雨具 

問い合せ：090-2935-9444（高橋）     ※終了後に定例会をいたします。ご参加ください。 

緑のネットワーク・まつど 総会のお知らせ 
 

5 月 10 日（土）17：00 ～ 松戸市役所テント小屋

にて、2014 年度総会を開催いたします。事業報告・

事業計画案、会計報告・予算案など忌憚なく話し合い、

次年度の計画を決めたいと思います。会員の皆様どう

ぞご参加ください。 

代表：川上将夫 

松戸のみどり再発見ツアー28、観察学習会 46 

「新緑の千駄堀の森を巡る」 
 

松戸市内で一番大きな緑の塊のエリア…新山の森、芋の作の森から「森の文化祭へ」 

５月１８日(日)  ９：３０～１２：３０ （現地解散）  小雨決行 

集合 新京成線八柱駅 改札口 ９：３0 集合  持ち物 飲み物、雨具 

参加費３００円（会員は 100 円、こども無料)   問い合せ：０４７－３４３－６０２２（田中）      

緑のネットワーク情報 
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ボランティアが活躍している森を一斉公開する「オープンフォレスト in 松戸」が、 

今年も 5 月 17 日(土)～25 日(日)に開催されました。 

3 年目を迎えた今回も、半年前に実行委員会を立ち上げ、皆でさまざまな相談をして、役割を分担し、企画も、 

印刷物のデザインも、展示物の制作も、ボランティア仲間の知恵と力を合わせてすすめた手作りイベントです。 

地元企業や事業所の協賛もいただき、地権者さんの協力と行政の頼もしいバックアップもありました。 

期間中に森や会場を訪れた方はのべ 2700 人、森で受け入れにかかわったボランティアはのべ 500 人。 

市内に残された貴重な森・・・みどりの大切さ、素晴らしさを、肌で感じてもらえたことでしょう。 

また 21 世紀の森と広場では「オープニングイベント」「森の文化祭」、 

根木内歴史公園では「田植え体験・お餅つき体験」もありました。 

 

                
 
                                 
 

 

都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動のテーマは、みどり特に
樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

 
緑のネットワーク・まつど 

 
代 表：川上将夫   

年会費：1000 円 

連絡先：高橋盛男 090- 2935- 9444 

渋谷孝子 04-7153- 5392   
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参加者の安全の

ためにと、事前に

心配な枯れ木や

枝の整備に努め

ました。 

森の小道では「森の動

植物展」が。通りがかり

の人も足を止めて･･･ 

今日は家族で

きました 

森の紹介の 

紙芝居上演 

スタッフも 

笑顔！！ 

わたしが作ったのヨ 

参
加
者
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
。 

森
の
大
切
さ
、
松
戸
の
森
の
自
然
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。 

み
ん
な
の
力
で
森
を
守
り
た
い
で
す
ね
。 

大
き
い
タ
ケ
ノ
コ
掘
っ
た
ヨ
ー 

森ならではの

ロープ遊び・・・ 

「森の整備作業は、こ

んな風にやってます」 
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この木 高いネー 

保育園からたくさんの

お客さま 

この葉っぱ やわらかいね

～ 

竹ぽっくりに挑戦 

田植え体験 

竹馬に挑戦 のこぎりに挑戦 

ニ
ガ
キ
の
葉
を
噛
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

い
か
に
も
薬
っ
て
い
う
味
が
し
ま
す
。 

 

ニ
ッ
ケ
イ
の
葉
の
匂
い
は
ど
う
で
す
か
？ 

懐
か
し
い
ニ
ッ
キ
の
香
り
が
し
ま
す
ね
。 

シイタケの 

コマ打ち体験 
うまく渡れるかなぁ 
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静かで清々しい空気の中で

樹と語らうひととき 整備された気持ちの

良い竹林を散策 

 お仕事でお疲れの 

お父さんの休日!？ 

 

隣接するホームの

おばあちゃまも 

童心にかえって 

江戸時代の蔵の前で 

束の間のタイムスリップ 

挑戦してね！ 

手作りクイズ 

大きなコゲ

ラ 本物？ 

シロコブ

ゾウムシ 

スズメバチト

ラップ 

あなたに罪

は無いのだ

けれど・・・ 

森の自然素材を 

生かした活け花 

エゴツルクビ

オトシブミ♂

（左） 

おとしぶみ制

作中♀（右) 

馬面の 

ヤマト 

シリアゲ 

べニホシカミキリ 

竹を食べて育つ 

お星さま

のような 

エゴの花 

ウグイス 

カグラ 
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国分川を挟む高台から松戸市内を眺望し、古墳が作ら

れた時代に生きた人たちと同じ目線で、いまの松戸を見

てみようという趣旨のツアーになった。 

４月 13 日（日）9 時 30 分に東松戸駅に集合し、駅か

ら西に向かい春日神社の下に着くと急な階段が待ち受け

ていた。上りきると神社境内の先、松戸南高校まで台地

が続いている。高台から国分川を挟んだ和名ヶ谷地区の

斜面林は十年ほど前まで緑濃かったが、所有者の代替わ

りで斜面も住宅が立ち並んでいた。足元の土

地を見ると、原っぱ状態だった空き地が数

年も経つと住宅が立ち並んでもおかしく

ないような状態だ。「いまが見納め」と高

台からの景色を目に焼きつけた。 

春日神社の境内に咲いていたイヌシデの花

は若葉に隠れてひっそりと咲いていたが、この時期にし

かオシベ、メシベの同時開花が見られないとあって、参

加者はイヌシデのメシベ探しに目を凝らし、片方ではヤ

ブツバキの花の蜜腺、オシベの状態ををじっと観察する

姿が印象に残った。頬を撫でていく風の暖かさが顔の表

情をほころばせたようだった。 

春日神社から旧斉藤邸を訪れた。茅葺屋根の残る斉藤

邸は松戸市が管理し、竹を使った紙漉きや工芸教室など

に利用されている。この日は特別に邸内の見学が許され、

庭の景色や室内のしつらえなどを見学した。 

旧斉藤邸から国分川に向かった。国分川は市民参加で

自然を再生させ、川幅が倍以上に広がった。「河南環境美

化の会」は定期的に清掃活動をし、川岸にソメイヨシノ

を 79 本植栽し、清掃の甲斐あって多様な植物が茂り、ア

オサギ、コサギ、カイツブリ、カルガモなどの水鳥がエ

サをついばんでいた。 

国分川では三面張りの

紙敷川と自然再生の国分

川の比較や側道と鋪道の

区切りなど、随所に新た

な試みを興した市民の皆

さんの参加に驚きの声が

上がるばかりだった。 

河原塚中学校では第 5

号、第４号古墳、古墳の

森に移って第１号から第

3 号古墳までの紹介があ

り、盛り上がった古墳に

上り、足で確かめる様子

が見て取れた。「初めて訪れた」という皆さんからの声が

聞こえた。 

アンケートからは「市民参加は行政にも反映

される」、「市民も前向きに協働に参加するこ

とがよい」、「市民ボランティアを若い世代へ

どうつなげるのか」、「何かやりたくてもきっ

かけがつかめないと思っている人は大勢いる」

といった前向きな意見や注文などがありました。

最後に参加の皆さんにチラシを配布し、オープンフォレ

ストへの参加を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

オープンフォレスト森の一斉公開日である５月 18 日、

八柱駅に集まった参加者 63 人、駅北口ロータリーはちょ

っとした人だかりで、歩道がいっぱいになった。今日は

千駄堀地区の里やまを市民の手で手入れするしんやまの

森と芋の作の森を訪ねるツアーだ。 

茂ったシュロ、アオキ、ヤツデを伐ったことで地表に

太陽の光が降り注ぐようになった結果、いろいろな植物

が伸びてきた様子を見ることができると聞いていたので

楽しみにしていた。しんやまの森は「里やまＶ」（里やま

ボランティア講座第 5 期修了の皆さんが立ち上げた）が、

芋の作の森は「八輝の会」（里やまボランティア講座第 8

オープンフォレスト企画  

「新緑の千駄堀の森を巡る」 

藤田 隆 

   

オープンフォレスト プレ企画 

自然再生の国分川と古墳の森周辺を歩く   

藤田 隆    




